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JohnF.Cady:SoutheastAsia-ItsHistor-

icalDevelobmeni.McGraw-Hill,New York,

1964.xvii÷657pp.

著 抑 j:約30年 U)研究IJ,T宝を有十 ,-/I,アメ リカにお守,7J東

南アジア専門の歴史学 晋で, 現在 Ohio大学創 吾史

学敦侵O TheRootsofFrench Imperialism in

Eastem Asia,(1954)や,A HistoryofModern

Burma,(1958)などの近代史関係 の 著述 もあるが,

本書は類少机 ､東南 アジア史の概説書 :=して頗 る注意

:~二情 寸 :l′もC,1でLや)J',o

内容 ･1'十に文が 6邦,26章よりな I/7 末尾 丁二7:.要 車件

ttSetting"･:封事論 と称すべ きもので, そし′1第 一章 にお

いては,東南 アジアの地形的特徴を概観 し,-:I:/fTLが民族

移動レリ方向や,交通 ･貿易,又 化 ･政治しノ)光景 :二及ぼ

寸影響を述べ :_:;ととも工,季節風や雨 U)降 り方 ]:農 業

二しノ〕闇係,耕法を異 :=…J,7,l午野 .山地民族の併 存 L_チ

ン′)座rjl的･,iL-:義, さら′二東南アジア史上 .TPおいて!J･lつて

指導的役割を沼 じ, ま上現 に演 じつつ あ:',A:_要民族U'l

;亡化的 TJC特質,共通性,侶互闇係を説 き, 次 章:=おい

てはシナ ･イン ドl=J)経済的文 化的交捗レ州肌Ij壬 土～ノII

Li､げ,双方 文化C/)二0:)地域 に及ぼ し.十二′r枠上約,5.13,響J'1強

弱 とそuj｣J町 王1を検討 し, とく.'=初期 .'二おいて著 しい影

響を及 ぼ したイ ン ド文 化L/州 ミ格, ニレ/jl-即成しr)イン 円 ヒ

i)過程, 一千LJl受容())仕方を考察 してい/:i. 弟二部以下

は本論 とい うべきもの-こ 第二邦 "EarlyEmpires"

では, 4二章 .'=わた再 絹 :5･シュ l]'ヴ ィジャヤ ヒジ ャ

ワ ･カンボデ ィア ･パ ガ ン (ビルマ) などを中心二

皿ね 1此紀か J,]3世紀 ごろまで .'Hlhli亡 した~i:_要諸巨IL/〕

政治 ･社余 ･文化について述べ,掃三部 ttTransition

t()ModernTimes,"LI)3節で悠,東南 アジア史上で

も大 きな影響を及 ぼ し:LIモ ンゴ ル族レ)侵入か らポル ト

ガル L/).町HまでcJ).微動期を扱い,そしノ〕閏 さ二出 ､てイ ン

ドシナ半島に闘,1-唱えたタイ族項てこi々 や, ジ ャワlI=.irJl
.'ト,-3マ ジ ャバイ ト三亡国, さらにイスラム教国マ ラッカ

.':おける東西貿易ご/,)発iJE･とジ ャワなどにお:チ,?'イス ラ

ム化進行過程 ,.':ついて 述べてい ,(I,｡ 次いで 弟四部,

ttEuropeanCommercialDominance"Ljt3[､十J:

17世紀か ら19世紀 レ)中葉 まで･ノ)オ ランダ, スノ＼イ ン,

イギ リスなどレ,)商 業活動を中心に, ビルマ, タイ,ヴ

ェ トナムし′二ノ政 治,文化二二ついても述べ L:/.i,また弟/i-_

那 , ttlntensiveEconomicDevelopment" J)5tl;:･':

㍗.7ま,19世紀か 120世紀 工,J//1てしノジ ャワ, ビルマ ･

マ ラヤ, ヴ ェ トナム:二対 jLろ紅治国オ ラン//,イギ リ

/LILT=ついて, さら.7=最後･J)i結六部, ttPoliticalRe-

form andNationalistRevival"し′う7章二㌍民]JrjijJJ

ついて述べ, 第二 次LH-界大戦 申.7II,お:チ/7日 /木し′)占領,

戦後′'二木'ナ/71独立諸打 レ′1動 向,将来しっ子宮望 .'-:及ん丁い

-i)

本書 は概説書でも′''が, 史実U〕羅列的叙述でな く,
常.'=因果関係を考え, とくに東南アジアレ刃ui域件を重
視 し, こしつ地域 ヒシナ ･イ ン ド･西南 アジア ･ヨーロ

ッパ,lIど先 ;任地域 と,J)経済的文 化的関係 雪 上点 してい
･~''｡三た先年刊行さ上,;二イギ リスL/JD.G.E.Hall穴

聖 二土工丁:!,最新レ′瑚二先成黒を も多くとり入れ,碓甘Eミニ
l=して よく纏 -,てい ~7)上 工, 各所 .'二闇係 レ号山岡/1-挿入

tIして好適 J)著作 と言え 言で直ろう｡ (J睦昭利一･郎)

Bennington-Cormell: AnthroPological

SurveyofHillTribesinThailand;A Reヶ

ortonTribalPeoplesinChiengraiProvince

Northof theMacKokRiver,TheSiam

SocietyUnderRoyalPatronage,Bangkok,

1964.

1963年 か ら64年 .'Il1ゝ :ナて, 約 8か力闘, Benning-

tonCollege と Cornell大学が合同で 北部 タイ仁 告

∴L/7Jl揖止痛l3'族 (hilltribes)レ､､J人種- 牛態学的な調査

研究(実質的な現地調査 は5か 月)'Lr行ない,Bennillg-

tonCollegeL/)LucienM.Hanksおよび Cornell
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大学の LauristonSharpを初めとする12人の学者が

ニ̂:Lに参加した｡本書 (タイプ印刷)はその予備報告

書である｡まえがきで ｢予備｣(preliminary)という

言葉が強調されていることからも分るように, 内容

はきわめて簡素で,概説的である. わずか79ペ-ジの

本二三打こ,前半で,調査地の地理,人口,行政,治安,

経済,移住問題,保健,教育,種族関係などの多方面

にわたる調査資料をすべて要約し,後半でそれぞれに

ついて勧告ないし対策を述べているのであるから,け

だしそれは当然である｡それにしても,きわめて平易

な英語で手際よくまとめられており,調査報告書を出

すには一つの参考になるであろう｡

調査地域は, 南と束が MaeKokRiverに接し,

北と西がラオスとビルマの国境に囲まれたChiengrai

Provinceの一地方,つまり MaeKokRegionであ

る｡そこには,Thai,Sham,YunanChinese,Karen,

Lissu,Ya°,LabnおよびAkhaの8種族が住んでお

り,本書では後の 5つが部族 (tribes)として扱われ

ている｡部族たちはほとんどが高地 (uplands)に住

んで dryagriculture(水稲と陸稲の両方を栽培する

Karen旗を除けば, すべての部族が陸稲と家畜用の

とうもろこし,その他を栽培している)を営み,漕翫

稲作の行なわれる平地 (lowlands)の住民 (主にタイ

人)の生活からは遊離している｡しかし,生活様式の

面に おいても,また生産技 術 (稲作)の面において

も,lowlandsの影響は大きく,言葉も北部タイ語が

次第に uplandsの共通語になりつつあり,uplands

とlowlandsの融合にはもはや2世代は要しないであ

ろうと言われる｡とは言え,部族はラオスやビルマの
国境を越えて往来するものが多く,この地方はタイ政

府の決定のみならず,間接的にはラオスやビルマ,さ

らには中田政府の決定の影響を受けて, 政治的には

internationalな,複雑な様相を呈している｡

いわゆる ｢地域研究｣としてさまざまな側面から検

討された山地部族の生活,および彼らの平地住民に対

する相互関係は,簡略ながらも一応興味深 く読むこと

ができるが,後半に示される勧告ないし対策には思い

つき程度のものが多 く,深 く掘り下げた重みのある調

査報告を期待する向きには失望を買うであろう｡ただ

し,予備報告にそこまで要求する方が無理かもしれな

い｡なお,付録には,北部タイ住民の服飾や手工芸を

扱 った RuthB.SharpのttTribalArtsandCrafts

inNorthernThailand"(18ペ-ジ)が載せてあり,

論文としてはむしろこの方がまとまっている｡ (高木

英明)

TheodoreStern:AProvisionalSketchof

Sizang(Siyin)Chin,AsiaMajor,n.S.vol.

X part2,1963.pp.222-278.

ビルマの西部,チン丘陵地帯で話されているクキ ･

テン諸言吾は,従来,比較的未開拓の研究分野であった

が,最近では幾つかのすぐれた記述研究が発表される

ようになった｡

この論文は,著者が1954年に Eugenie∫.A.Hen-

derson,G.H.Luce等と共同で,約 6週間に亘って

行なったテン丘陵の言語調査に基ずいてまとめられた

sizang(従来はsiyinと書かれた)方言の記述報告で

ある｡(この時の研究成果の一部は既に,G.H.Lu°e:

ChinHillsLinguisticTourDec.1954:∫.B.R.S.

1959で発表された｡)

著者は全体を 1.phonology 2.NounExpress-

ion 3.VerbExpression 4.SentenceandCla-

useの4章に分けて,Sizang方言の構造をきわめて

明確に分析している｡

Sizang方言が,音弘 語糞,文法等の諸点から見

て Teizang,Saizang(zangはいずれも<平地>の

意),Tiddim,Ngawn諸方言ときわめてよく似た構

造をもっており,且て StenKonow,G.A.Grierson

等によって設定された ｢北部方言｣群の存在を再確認

した意味でも,この論文の果 した役割は大きい｡北部

チン方言の研究としては,先に発表された E.∫.A.

Henderson:NoteonTeizang,aNorthernChin

Dialect:B･S･〇･A.S.1963とならぶ貴重な資料だと

いう事ができよう｡

この論文の重点は,専 ら morpbologyにおかれて

いる｡クキ ･チン語の affixについては,且て S.N.

Wolfendenの労作があるが,複雑なaffixを詳細に

調べてその機能を明らかにしたこの論文は,他の北部

諸方言の研究にも大きな参考となる｡

一方,記述研究を目的とした論文の性格上,止むを

得ないとは思うが,他の諸方言との有機的関連性につ

いて全 く論及されてい ないのほ, はなはだ残念であ

る｡例えば,語末子音の交替に関して2個のstemを
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設定しているが,この現象は他 レ)方言にも並行 して譜

J′亘ノjL/:,こJjであ/_:'から,Semantica171i'比較考察か L/､

要でし:F'ろう〔同様な車が母音の交習現象 さてつ いても言
.I/ 7
/｣ /J o

音私 論では,Sizang方言烏 宮頭子音としてLjjg-,

r-,及び ConsonantClusterが,夫々ない二車を指摘

しているが, その変遷に関する考察は全 くみられな

い｡ 中部方言Jjr∴ に対 しては,この方言レつり一.が対

応し, 1卓部方言しっmutaeliquidaeに対 しては,副次

育-1-cL)脱落に伴なう単独甘闇 子音が対応すると言う
車は,比校研究によって明らかである｡

過去に文字をもたなかった言語の歴史を再構成 す/'
吊ま,非常に困難でおろが,l裾二言pi,Ii-吏′ナご万で克く系

譜問題を解明する意味でも,他L/7)方言 とo)比較研究は

望ましい｡ (大野徹)

八木 毅 :乗パキスタン,チ ャクマ族の言語 :

愛知県立女子大学紀要 第15輯 1964.PP.51-80.

ビルマ上乗パキスタンの国境地帯に住む少数諸民族

C/)言語については, ｢LinguisticSurveyoflndia｣

以降にも多 くの個別的研究が発表されてきた｡ しかし

その実態は未だ,充分l'=判ってい,7'とは言い難いO

ここ/),fJ鉦文は,1964年 2月から約 ]ヵ月間 ･7二亘 り,大

阪大学東パキスタン綜合学術調査隊･二ノJ-▲員として,チ

ックゴン丘陵の少数民族の言語調査を狙当した若君U,う

チャクマ譜に関する報告であ′う.

内容は,(1)文字組織 と音韻体系 (2)文法構造の2郡･:二

分れており,主 として後者に重点がおかれている｡文

例がきれめて豊富なたLV),この論文を一読するだけで

我々は,比較的容易にチャクマ語の構造を知ろ草がで

きろ｡

とみなされてきたが,著者は文法C勇吉月面I7:おけ,7'幾

つかcJ)非インド語的な特徴に着目し.これがチャクマ

語固有の)出自ではないかという注目一手べき仮説を提示

した｡

言語の系譜問題は,同系諸言語 との比較研究による

規則的な音韻対応の存在確認が 前提 となる｡ しかろ

に,同氏uJ｢東パキスタン,チャクマ語の語丑｣説林

第12輯 (愛知県北女子大学問文学研究室編)に集録さ

れている約1800の語菜を見ると,チベット･ビルマ系

言語とは全 く関連性がな く､その大部分がインド系言

語 :-:_J)問.'=共通件を示 Lてい l｡

国有JJメイ系言語を_/iI(JJ(余し~こリ'ッサム語 /､rt拙 ｣

守るよう:二なったアホム族の例があるように 言 語こt,

言うまでもない｡従って,チャクマ族の形質人類学的

な計測結果が,たと,:,Lモンゴロイ ド的であり非アーリ

ア的であるとしても,それ t-チ ャクマ語の系統とは別
であるo

Lかし,一-･見インド語的なチャクマ語刷 ノ凋Sに浩一'i

している非インド語的な要素を,里なる借用語として

緋斥す,I:,引な く,superstratum ..=対すろ substra-

tum ではなかろうiJAヒ考えた著者の詩想且 やはり

注目.'=価すILo

チャクマ語が,果 して闇有レ)言語 (それがチベット

･ビルマ系であったかどうかは兎 も角 として)を火lJI

f､,周辺の強大は文化語にとって代えられたもレ)か,

或いは,古い基層C/i)上に新しい上層語が覆いかぶさっ
.L=形,Lj⊃重層語 (1angueadoublecouche)でLJvJ,ィ,レノ
かどうか,こういった問題を解明するには,やは l),

チャクマ語の言語史を再構成する車が必要であろう｡

(大野柏)

GeorgeMct.Kahin,Editor:Governments

andPoliticsofSouiheasiAsia,Ithaca:Cor-

nellUniversity Press,2ndedition,1964.

796pp.

Comparativepolitics,asafield,isincreas-

ingly gripped bv aconflictbetween several

methodologleSthatscholarsareusingtomake

thesubjectlesscomplex and hopefully more

scientific.ThisvolulTleisacolTlprOlllisebe-

tween twomethods,thestructural-functional

approachwhichisgalれinglnCreaSingpopular-

ity among political scientistsin theUnited

States,and the older institutional analysis

whichisstillmoreinvoglleamongSCholarsin

Japan,Europe,andIndia.Ifonedoesnothave

aseriouscommitmenttoeitheroftheabove

methods,ortheevennewerquantitative-statis-

ticalanalysis usedbybehavorialscientists,

thenthisbookisofgreatValue.
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Asanintroductorytextbookonpoliticalprob-

leminSoutheastAsiathiseffortisunexcelled.

The extensive rewriting undertakentopre-

parethesecondeditionwasessentialasthere

havebeen fundamentalchangesinthearea

since195g when the firsteditionwaspubl

lished.Furthermore, Cambodiaand Laosare

includednow,necessary additionsifoneisto

haveacompleteintroductiontoSoutheastAsia.

Theeditor'shandweighslightlyontheeight

authorsforthecountriesarestudied usinga

simple,fourpartsystem: historical back一

ground,contemporarysetting,politicalprocess,

andmajorproblems.

Thestrength ofthisbook restsupon the

fieldexperienceoftheauthors,fortheirinter-

pretationsbasedonextensivepersonalobser-

vationandevenparticipationinthestatesthey

writeabout.Theauthoritativenesspermeating

thestudiesismissing from mosttexts on

comparativepoliticsandgivesan additional

fillip of readibility,a quality notoriously

absentin American textbooks. Theobjecti-

Venessofthe authors enables them tocut

through the ideologicalmurkinessthathas

characterizedmostpoliticalstudiesonSoutheast

AsiansinceWorldWarII.Forthesereasons

ProfessorKabin'stextbookiscertaintoremain

animportantcontributionforyearstocome,

both within and outsidetheUnited States.

Itislikelytoremain thestandard textfor

Americancollegestudents,whohaveamuch

greaterinterestin SoutheastAsiatllan ever

before;wllilescholarsandstudentsofthearea

in otherpartsoftheworld areunlikelyto

commandtheresourcesorentr6thatenabled

CornellUniversity totrain these scholars,

thusthebookwillremainavaluablesourceto

them aswell.Finally,foreignscholarswishing

tounderstandthebasisforfutureAmerican

opiniontowardstheareashould readit,asit

willbeafactorinformingthatopinion.

Therearedifficultiesin thebook.In mr

judgementitsuffersfromexcessivelengthand

afailuretosynthesizethefindingstoprovide

atrulycomparativeapproach.ProfessorKahin

leavesthattasktothereader,statinginthe

Prefacethat"thisisamodesteffort."Yetif

onereadsnearly800pagesandstillmustmake

hisowncomparisonsinatextconcernedwith

comparativepolitics,thenwehaveaweakness.

Ishrink from thiscriticism forlam fully

awareofthedangersinvolvedingeneralizations

aboutSoutheastAsia,yetthefactorsaffecting

thearea'sfutllrearemuchmoreevidentthan

fifteenyearsar官OWhenresearchforthisvoト

umebegan.Perhaps theproblem isinherent

inthesubject,anditistoocomplextocreate

abstract,andvalid,propositions.Yetifpoli-

ticsistobemorethanafieldofliteratureor

currenthistory,andearnitsstatusasasocial

science,thenwemustbravethestorm surro-

undingt<generalization"andconvinceourselves

aswellasthe readerthatthere are such

thingsasscientificstatementsconcerningpoli･

tics.Scienceitselfismaking such universal

statements more feasible asitcreates,by

communication and transporttechniques,an

increasinglystandard vision among elites of

ttwhatpeoplewant."Asvaluesarestandardized

politicalactionbecomesmorepredictable.Un-

fortunately,apartform an18pageindexthat

ishelpfulforcomparison,tlleentireissueof

systematiccomparativeanalysisisomittedfrom

thevolume.

(JohnH.Badgley)

SawaengKulthongham andShao-erOng:

Rice Economy ofThailand,Division of

Agricultural Economics,Office of the

Under-Secretaryof MinistryofAgricult-

ure,Bangkok,1964.115p.

去る12月のほじれ 国連食糧農業機構 ･アジア極東

- 120-



地域 ･耳壷局に農業経営専P脹こ上して 勤好9-,TJ翁博士

が, ｢やっ と昨F120部だけ刷リJ.'が ･')ました｣ といっ

て,十がバ ンコク連絡~甘酢_rr:二とど.'!て くれたO

いうまで もな く, タイC/)i:_■童物は米でおEJ,国民し/)

8O%壱占め,7'農家はほとんどが米作に依存 してい7:'o

L_ころが, これだけタイにと1て重要な米.':ついて,

三とまった文献がこれまでひとつ もなかった｡翁博土

二, FÅo a_)本来の仕 車 U)余暇に, タイ国農務省次

官補であり, 同時にタイ国農業経済学会レ)会長 であ

る SawaengKulthonghalTl博士 と協同して, タイ

･J)米穀経済の 概況をここ:=ま とJノ)あげられた｡ そL

て,従来かなりのタイ語ならびに英語での調査研究÷

吊坂 していろ農務省次官 室農業経済課から刊行 さ;:'し

ノ_○

わた くLは,さっモ く一読したが, これまでJ)タイ

国の官庁報告や官庁統計をもととし,それに国連関係

しノ~)｢甜祭的統計の助 けもかりて,タイJ)米段経済の特徴

ヒ諸問題 とfJの見 とおしおよび対策を, きれLV)て要領

よ く,ま t:阜あげていろ｡

すなわち第 1部は米しっ重要性を,米 レ)作付面積 ･_牛

虎高 ･雇傭人口 ･国民摂取食糧 ･輸出 ･財政収入レ)6

つL/)面からうかびだすO

第2邦は米のもつ問題点 として,栽培特用 ･収,LUJ

･土地′生産性 ･需要弾力性 ･流通機構および伝統的栽

二宮方法を上りあげるO
弟3邦で.Ii,北L/〕長期的動向が予測され /3｡す左Jい

ら,国内需要 ･国外需要を予測 し,3'わせて供給,J)予

測を行ない,米の兄 とおしが需要 ･供給の両側面から

して明るいことを強調する｡

第4鞘∬ま,その明るさを実現するたこ′)に兼レ)生産 ･

流通面でJ_)改善が 必要だし, そJ)方向を 明らかにす

,!,｡ とくに米栽培方法の改善, i)毛作の導入,米作 と

他作物 としノ)結びつき,農家をして改善方策;葺IJf十日 ､れ

させろ手段室のべ,:㌔

し上が 一〕て, タイしノ月こ作.7I,-Ilt･,'L,工J経済的 ･経書的

,Ti潮j由Ti･,ほぼおおってい::'O もちろん,これで全部が

とfi:/)タイ国の低米価政策あるいは米輸出税の問題,

あるいは米作のためC/)資材価格 と米価 とU_),いわゆる

inpuトoutputの価格関係の問題に, 意識的か無意識

的にか,深い注意の払われていプ烏 ､U)は遺憾である o

L/JJr･し, 粁者の立場からす,I:,土, これ.につ -)二む こ土_

ができないことiJ,十た /(し:二は理解 され .:lc

た とえ,重要問題IJ)うち見,刀がされたものかしら-i

三上 官庁報告 にたよる結果つへこみが′｣ノ左い 上ころか

:㌔,I,として も, ,/jイr射 ケ農業.'iもちろん, 広 く経済レ)
叢 も重要な中枢部門をfi:十米･ノ)経折についてJ_)こう･

;･'JLまとまった形でレ)研究がLtJJ版さ,iLたこと言,非常::

土ろこぼしい｡官庁出版物であり,印刷部数 .!1.10OO部

ヒかぎ,I,れてい /'J ｡ 二二二 広 く紹介す る土とIJI,
激務のかf二て＼ら,/行書をま と)ノ､あげられたサウエン博

士とオン博士･:二心か ら敬意を表したいO (村岡武)

T.H.Silcock and E.K_Fisk(ed.):The

PoliticalEconomyofIndependentMalaya,

A Case-StudyinDevelopment,EasternUni-

versityPressLtd.andTheAustrlanNati-

onalUniversity,SingaporeandCanberra,

1963.

マ レーシアは,東南アジア諸国のなかで,資源に恵

まれ,旧英領時代の行政 ･教育 ･交通 ･衛/i:.'等J)値民

政策U)遺F;i/≡,Tをう:十つぎ, 1人f)た吊かL,1]-の国民所得を

享受 してい/:'｡ したがって,後進国のなかでは,経済

発根,J)た膏レ), き行)∫)て 有利な スター ト.':たって い

ろOだが,その反面.マレー系 と中国系,加えてイン

ド･パキスタン系 とJ)人種問題,スズ とゴム とU)ふノ⊥二

つし/〕一次,弘罷.7=依存す,7J経済,i+),13い悠1963年 9日い

マ レ-シア独_i'L後レ)イン ドネシア としノ)コン7ロンテ-

ション (対決)など,い くた(ノ),頭U)いたい聞題音か

か え てい ろ ｡

最近,東南アジアにたい-辛/'オース トラリアU)闇JL､

.'三いちじるしいC,/JU)ニゝ 七つ･ン)表オ)れ ±して,キャン
ベラレつオース トラリア国立大学でレつアジア冊究は急速

.'二進歩 してきてい;Lc二二0)打設のResearchSchool

ofPacificStudiesがそレ叫-JJL､となっているが, ニ

しノ)研究所が1962年 .'二T.H.Silcock弘接,Tを申 心 とし

こ,マラヤ経済 し,Jセ ミナ-;工.もった0本=苦言, rJL'セ

ミナーレj報告書であろ｡

まず,マラヤ経済について(ノ〕大家∵jう′二Silcockマ

ラヤ大学名誉教授が,マラヤ経済U)人きな枠 としてレ,)

社会的 ･政治的構造を明らかにするO ニuj-:)i:,, 土く

:二独Jl/lf麦のマレーシアuj政治構造を, Emily Sadka

女史が述べろ｡同じく,経済の背景 としてレ)人種 ･ J＼
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ロ問題を J.C.Caldwell博士が分析する｡

ついで経済問題にはいり,オース トラリア国立大学

の ProfessionalFellow の J.C.Caldwell博士が,

マラヤの輸出貿易とマラヤの国際収支との2編を提出

する｡AgriculturalDevelopmentCouncilのクア

ラルンプール駐在 C.R.WhartonJr.博士は, とく

にマラヤ主産物の ゴムの供給条件を分析し, 若干の

政策を示唆する｡オース トラリア国立大学の Senior

Fellow の E.K.Fisk氏は, マラヤにとって重要問

題である農村開発問題をとりあげる｡オース トラリア

準備鋭行の D.G.McKenna氏は, マラヤ中央銀行

創設のための援助の経験にもとづき,マラヤ連邦独立

後の金融 ･財政の発展を説明する. シドニー大学の

SeniorLectulerの E.L Wheelwright氏は, マ

ラヤの工業化の過程を あとづげろ｡ そして, 最後に

Silcock博士がマラヤ経済政策を要約される｡

付録として,Silcock博士による国民所得の人種間

の配分の推測と,Cordon博士とオース トラリア国立

大学の ResearchAssistantの H.Ⅴ.Richter氏と

によるマラヤの貿易統計および仲継貿易なる論文がお

さめられている｡

以上の内容によって明らかなように,マラヤ経済の

諸専門家が,マラヤ経済の重要問題をそれぞれの専門

からとりあげており,いわば,かなり包括的な論文集

である｡その論文のそれぞれについては,問題の余地

があろう｡ しかし,全休としてみると,マラヤ経済,

あるいはマレーシア経済の数少ない入門書のひとつで

ある｡同時に,比較的恵まれた後進国の経済発展につ

いての, まとまった case-studyである｡ 少な くと

も,マラヤ経済研究のためには,ぜひとも一読されな

ければならないものである｡ (本間武)

Andr6Mousny:TheEconomyofThailand,

AnAppraisalofaLiberalExchangePolicy,

TheSocialScience Association Pressof

Thailand,Bangkok,1964.280p.

東南アジア諸国ojなかでのタイ経済の特徴は,為替

相場の安定,堅実な経済成長にある｡この特徴がどう

して生まれたか,この基本的な問題を真正面からとり

あげ,それが自由な為替管理政策にあると結論づけた

のか木書である｡

著者ム-ニイ博士は,東南アジアにおける為替管Iur.

政策の実際的な専門家である｡まずサイゴンおよびプ

ノンペンでのインドシナ為替管理局の管理官を3年つ

とめ,インドシナの通貨ピアス トルの相場についての

すぐれた研究を発表 した｡ついでビルマにうつり,フ

ランス大使館商務官として4年勤務｡1960年はじめ,

さらにタイに うつって, 今日に至って いる｡ すでに

これら諸国の経済事情についてすぐれた論文を Far

EasternEconomicReview や EasternWorldに

発表しているが,3年前に SEATO の文化 関係プロ

グラムのフェローシップをうけて,まとめあげたのか

本書である｡

本書は, きわめて, よくまとまった形をとってい

る｡すなわち,第 1茸では,戦時の1942年からはじま

って,1963年に至る間の,この国の為替管理政策の形

成,発展を要説する｡ これをうけて, 第2章 では,

1963年末現在に おける為替管理の概要を基本方針 ･

輸入管理 ･輸出代金 ･通貨と送金 ･金の規則等につい

て,まとめる｡第3着はタイの輸出について,為替相

場の影響 ･一定期間内での受取外貨の販売 ･EEl別輸出

･業者別輸出などを,第4茸はタイの輸入について,

輸入の増大,国別輸入 ･商品別輸入 ･輸入業者などを

考察する｡ついで第5章をタイの財政政策にあて,過

貨政策 ･予算 ･国内債 および金融部門の概要をつか

む｡第6章はタイ通貨の安定性の貢献にきわめて重大

な役割をはたしてきている諸外匡卜や国際機関からの財

政的援助を評価する｡ この章は, タイ国経済の理解

のための重要なポイントである. ついで, zifi-7葦で

は, タイの通貨バー トの価値が, 貿易収支,対外収

支,1947-62年間の為替レー トおよび外貨保有等の視

点から分析され,自由な為替管理政策が外国からの投

資をまねき,さらに為替相場の安定の要因となってい

ることを明らかにする｡最後の第8章では,タイの経

済発展,第9章では国民生活水準の上昇を示 し,これ

が自由主義に負うところの大きな ことを明らかにす

る｡

したがって,本書をつうじての論旨は,タイ政府二が

戦後,賢明な自由為替管理政策をとってきたことの高

い評価にある｡それを裏づけるために,豊富なデ-メ

が駆使されている｡わたくLはその論旨には,だいた

いに賛成する｡ただ,この自由管理政策を実行 しえた

背後にある政治的安定と,中国系タイ人のタイ化政策

の成功とがあげられな くてはならないOこの点からい
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って,東南アジア諸国では, しばしば政治が経済に優

先するO

ともあれ,/本意は,なぜタイが東南アジア諸国J)な

かで堅実な経済成長をつづけえていろかに答え,17)たi')

め,量 もす ぐれた研究であるO わた くしこま,タイ経済

についての文献として本書を推賞する｡ (本間武)

Komando Operasi Tertinggi : "Madju

iersu.･････Pantangmundur!"Diakrta 1964.

XI÷249.

本 書のサブ ･タイ トルは KisahpendakianPun-

tjakSukarno (スカルノ峰の記録)とされ ている｡

これは,1963-64年におこなわれた日本 ･インドネシ

ア合同搾検隊に よる西イリアン中央 高地の抹検およ

び,スカルノ峰 (旧名 ･カールステンツ峰5030m)塗

]鄭こ闇するインドネシア側の公式報告書であろ｡

この探検隊ujEj本側名称は,京都大学西イリアン学

術探検隊予備踏査隊であり,加藤泰安隊長以下,iJ'(都

大学を中心とする10名の隊昌により構成され,口本側

巨億団体は,涼都大学生物誌研究会であるOインドネ

シア側 では,EkspedisiOperasiTjenderawasih

(ゴクラク烏探検作戦)とよばれ,最高指揮者はスカ

ルノ大統領であり,直接のjLj_当機関は,本書の編集lzlj

版をした組合作戦本部であった｡

ついでながら, インドネシアでは -ユ--ギニアを

Tjenderawasih(ゴクラク烏)の形にたとえてお㌦

ヘールフィンク湾は現在では,チャンドラワシ湾とよ
ばれている｡主要な地名の多 くは,インドネシア流に

改名されているので,インドネシアの酉イリアン関係

U_)文献を読む場合には注意が必要である｡

本書のタイ トル ･madjuterus-.･-Pantangmun-
dur!/は ｢前進あるのみ･･･.･･退却はゆるさずO｣と訳さ

れるo これは,探検隊のうち登山虹が悪天侯にはばま

礼,スカルノ峰登頂があやぶまれていたときに,大統

領よりベース ･キャンプにむけてうたれた無電の又よ

りとったものである｡このことよりも,考えられるよ

うに,インドネシア政府の本探検隊-Jj熱レ)いれよう

悠大変なものであったO解放後,これといって明るい

ニュースがなかった酉イリアンを国民に対 してアッピ

-ルする絶好の手段として, 今回o_)探検隊が用いら,iL

たわけであるo したがって,本書C/)ところどころ,

∴二登山班の記録のなかにはナショナリ71テ (.ツケ工

汁.格があらわれる｡インドネシア政府に三一)ては,守

回の抹検の第一しっ目標はスカルノ峰-登頂す:こことて

おE),学術調査は第二義的なもC/)であったLらしいか,

これ.'ま独立まもfi:い若い吊として･:i.1W_rl!.からぬこ!∴二
せねばなるまいノ

さて,本探検隊･J)インドネシア側隊日はA.Hamid

隊長以下45名であり,登山虹 ･無電此 ･護衛兵のほか

に,地形学者 ･地質学F''r･気象学者 ･文化人類学君 ･

動物学者 .植物学者 ･軍医 ･映画技師によ己)構成され

ていた｡fニー木 ･インドネシア双方とも,全隆昌は登山

班と科学班にわかれ,各々の班は別々に行動した｡

本探検隊の主な目的とした探検ルー トは,パニアイ

湖畔cr)エナロクリより,ビオガ部落,スカルノ峰にい

たる,ケマブ-河,ロ-フアエル河上流にそった地図

上の直線距酢 こして,東西 150km におよぶ標高1500

m 以上レ)山岳地錆 である｡ このルー ト山一一都 は,

1938年オランダの LeRouxを陳長と-~主∵:,l一山:Lli学棚 究

横隊と重複しているが,その他現 出或は科学上の処女

地をカバーしているOた上幻ま,木探検隊の接触 した

部族には,カポーク族 ･モニ族 ･西特ダニ族 ･ウフン

ドニ旗があるが, このうら民族学的モノグラフがあら

し刃ま,パニアイ湖畔のカポ-ク族のみて,(+)との諸郡

族についての調査は,ほとんどない｡

本書の序文には,スカルノ ･スバンドリオ ･セニ睦

侶 ･ボナイ西イリアン総督が辛をつらねている.前半

J)第一郎･.霊,豊山班 U)行動記録およびスカルノ蜂登頂

記録よりなる｡ こし)うち,エナロクリよりビオガ部落

.'=いたるE]記体U)行動記録は,信頼するにたる紀行や

地図U)なし､ニレ刃山域-入ろう上するも紺 二ヒってほ,

手引きとして使用し吊る情報を合んでいる｡

後半の第二部･ご三,科学排の行動記録 ･地形地理学 ･

気象学 ･地質学 ･植物学 ･動物学 ･植物生過半 ･住民

J)居住分布 ･住民の杷し吊犬態JI)各章よ吊∴ ､てい :/I,｡

各章･は数ページよ い卜数ページ〔]:)短い論文よりなる予

報的性格のiJL)でLi;'るが,探検終了後,数カ月にして
本書をJtJl版 したことここは敬服せねばなるまいJ

自然科学:=う土い,て､･たしには正当な評価はでき7'J

いが,本書のうち巌 も抗要な部分U)一つは,地質学い

章でLi/)ろうO バ ンドンし現出質研究所からは所長以下,

3名C/j地質学者が本探検隊に参加 し,インドネシア側

科学苫J)うち地質学省たちが最 も精力的に調査,TIして

･∴｡ し封 ∴二言lルー ト;:そった地質図かつ:jj,れてい
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るが,スカルノ連峰北側の地員調査はこれがはじめて

であり,L肌厄南側に関するオランダ人の業績とあわせ

て,ニューギニア背稜山脈の構造の解明に大いに役立

つにちがいあるまい｡

また本探検隊は海岸の熱矧嘩雨林, 中央 高地の森

林,森林限界をこえ氷河の上にいたるまでCJL)さまざま

な環境を経験 しているため,植物学 ･植物生態学の章

は専門家にとって熱錨における植物の垂直分布に関し

て興味ぶかい資料となることであろう｡

西イリアン中央高地における,最 も興味ぶかい問題

である山地パプア族の文化人類学的研究についてのイ

ンドネシア側隊員の見解が,本書に見あたらないのは

残念なことである｡

現在,インドネシアではオランダ人の手になる過去

a)西イりアン研究の業績をアレンジして,インドネシ

ア語論文で紹介することが盛んであるが,本書はイン

ドネシア人の手による西イリアンの現地調査記録の最

初として大きな意義をもつ｡

今回の探検ルー トが,未探検地域であった地帯を多

く含むことよりして も, 予報的性格の本書 のみでな

く,インドネシア側各隊員の専攻分野に関する本報告

が,国際的学術雑誌に発表されることが望まれる｡

なお,京大側の公式記録は,｢西イリアン中央高地｣

ur〕タイ トルで本年中に,生物誌研究会C))手により出版

される予定である｡また,資料盤理がすみしだい,良

虫学 ･地質学 ･民族学に関する英文報告が京大側隊艮

により山されるであろう｡また,本多勝一一 ･藤木高嶺,

｢ニューギニア高地人｣(1964年)に今回の探検で明ら

かになった民族学的考察が含まれている｡(石毛直道)

肋 laysianSociologicalResearchInstitute

(A nonprofitorganization):ZNTISARZ(The

ResearchQuarterlyofMalaysia),Singapore.
γol.Ⅰ,No.1-γol.ⅠⅠ,No.1.(発行年月不明)

マレーシアU)シンガポール,クアラ ･ルンプール,

ペナンに は, Malaysian SociologicalResearch

Institute(MSRI) と呼ばれる]う二務所があるO それ

は,余り目立った存在では ないから, マレーシアに

3, 4カ月 滞在 して も, つい見逃 し易い｡ MSRIが

1961年に発足 してから,まだ余 り年月 もたっていない

せいかも知れない｡ しかし,MSRIの刊行物は,マレ

ーシアのすみずみで,どのようなことが社会問題とな

っているか,J-r理解する上に便利であり,マレーシアU)
知識人や蓄年の間で可成り注目されている｡その主要

な刊行物の一一一つ が,季刊雑誌 INTISARIである｡

Intisariとは,サンスクリットに語源を持つマレー

語で, ｢本質｣とか, 月｣二物の核心｣という意味の言

葉 らしい｡つまり,季刊誌 INTISARIの目的は,マ

レーシアの現実を直視 して,その現実に生ずる諸問題

の核心を理解 しようとする点にある｡編集者はSbirle

Gordon女史で,主要な執筆者はマレー人の知識人で

ある｡掲載論文 も,詳細な脚百三をつけた力作が多いO

第 1巻第 1号は,既に品切れで,残念ながら,筆者

はそれを手にすることは出来なかったが,マレーシア

の複数社会におけるイスラム教cJj位置を多角的に検討

するという問題を 中心 とした 論文が 掲載されたらし

い｡第2号は,マレー人の土地所有U}fEり方を中心に

した特集号で,｢マレ-農民の零細化と耕地の細分化｣,

｢マレー人の土地保護法｣,｢協同組合運動｣,｢Puasa

(断食)の月と経済活動｣など,いずれもマレーシアの

社会問題の核心をえぐるような論文を載せている｡弟

3号では,イスラム教と adatに関する二つの慣習法

の関係,対立,統合を主要テーマとする特集を行なっ

ている｡イスラム法と adatに基づ く二つの社会的な

JJの矛盾,対立,混渚の理解は,マレー人社会構造の

基底的な諸問題を理解する鎚であることは,周知のjJi--

実であろう｡第4号 も,第3号と同じ問題をモチーフ

としていて,土地相続,断食の慣習やその他の等'岬Tjを

中心に イスラム法と adatの関係を論じた論文が 多

い｡第2巻第 1号の主題は,教育と言語に対するイス

ラム教の影響であり,｢コーラン塾のマレー人の子供｣
｢マラヤの イスラム教教育｣, ｢農民 とイスラム学校

(pondok)｣, ｢マレー語 とアラビア語の関係｣など,

いずれ もマレー人社会を理解するのに主要な問題ばか

りである｡

以上の季刊誌o)発行uj他に,MSRIは,｢マレーシ

ア人｣によるマレーシアの研究書を発行 し,隔月には,

上記に挙げた諸聞題を一般の人にも読み易 く論 じた

機関紙を英語,(Seed),マレー語,(Benih),中国語

(Chungtze)の三つの言語で刊行 している｡これも興

味をひ く多 くの論文を掲載 している｡

｢マレーシアの中国人｣, ｢マレー人とは｣, ｢ムル

ト族｣, ｢マレー人の起源｣,｢農民と zakat｣, ｢南イ

ンドとマラヤ｣, ｢マラヤのネブリト族｣, ｢村落 レベ

ルのマレー人と中国人｣,｢マレ-人特別法｣などマレ
ーシアの現実の理解には,一一度は読むに価する論文ば

かりであろ｡ (口羽益生)
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